
1.教科の見方・考え方，学年及び単元の目標・評価規準（第１学年） 
 

1. 教科の見方・考え方，学年及び単元の目標と評価規準（第２学年） 

見･

考 

児童が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり 問い直

したりして，言葉への自覚を高めること  

 
児童が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり 問い直

したりして，言葉への自覚を高めること 

学
年
の
目
標 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等  知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

日常生活に必要な国語の知識技能

を身につけるとともに，我が国の

言語文化に親しんだり，理解した

りすることができるようにする。 

順序立てて考える力や感じたり想像し

たりする力を養い，日常生活における人

との関わりの中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えをもつことができるよ

うにする。 

言葉がもつよさを感じるとともに，楽
しんで読書をし，国語を大切にして，

思いや考えを伝え合おうとする態度
を養う。 

 日常生活に必要な国語の知識技能

を身につけるとともに，我が国の言

語文化に親しんだり，理解したりす

ることができるようにする。 

順序立てて考える力や感じたり想像し

たりする力を養い，日常生活における人

との関わりの中で伝え合う力を高め，自

分の思いや考えをもつことができるよ

うにする。 

言葉がもつよさを感じるとともに，楽し
んで読書をし，国語を大切にして，思い

や考えを伝え合おうとする態度を養う。 

単
元
の
目
標 

   
語のまとまりや言葉の響きなどに

気をつけて音読することができる 

写真と文章をもとに，しろくまの親子の

様子や会話文を具体的に想像しながら

読むことができる。（読むこと） 

進んで場面の様子に着目して登場人

物の行動や会話を想像し，見通しをも

って考えた言葉を発表しようとして

いる。 

 言葉には，事物の内容を表す働きや

経験したことを伝える働きがある

ことに気づくことができる。 

季節や場所，さけの様子など，情報を時

系列で捉える手がかりになる言葉に気

をつけながら読むことができる。 

（読むこと） 

積極的に文章の中の重要な語や文

を考えて選び出し，学習課題に沿

ってさけが大きくなる様子を説明

しようとしている。 

評価 1 評価 2 評価 3 
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2.活動構成(児童の実態) 
 

 
  

2.活動構成(児童の実態) 

【学級の様子】～省略 

 

 

 

 

【単元について】 

本単元は，写真と文章を手がかりに，場面の様子と登場人

物の様子を想像し，それを発表しあうという言語活動を連続

させることで，「場面の様子に着目して登場人物の行動を具

体的に想像する」学習を行う単元である。 

教材文「うみへのながいたび」は，白くまの生態を伝える写

真を見ながら（）や「」でくくられて表現された内言や会話表

現を音読することで，白くまの様子や気持ちが想像しやすく

なっている。 

児童は今まで，「大きなかぶ」や「けんかした山」で，挿絵

と文章を手がかりに，登場人物の気持ちや会話を想像する学

習を意欲的に行ってきた。しかし，根拠などを文章から探す

学習は，十分ではない。 

本単元においては，写真や教材文から時間的な順序をおっ

てあらすじを捉えさせながら，本文から根拠を探して，白く

まや場面の様子についての想像を広げさせ，白くまになった

つもりで想像した会話を相手に伝わるように発表すること

で，読む力をつけさせ，表現活動への意欲を高めさせていき

たい。  

単元計画 本時（６／１０) 
 

単元計画 本時(８／１１) 【学級の様子】～省略 

 

 

 

 

【単元について】 

本単元は，さけの成長過程を時間的順序に従って整理

し，写真を元に簡潔に説明する言語活動を連続させるこ

とで「時間的な順序や事柄の順序などを考えながら，内

容の大体を捉える」学習を行う単元である。 

教材文「さけがおおきくなるまで」は，わかりやすく

説明する仕方として「問いを立てて答える」形により，

時間的な順序に従って内容を整理して説明している。ま

た，成長の様子は循環しているので，どの場面からでも

説明できるようになっている。 

児童は，今まで「すみれとあり」で，問いに対して，順

序に気をつけて答えを見つける学習をしてきた。本教材

ではさらに，順序を表す言葉を場所や成長の様子と繋げ

て確かめながら読むことができるように設定されてい

る。 

本単元においては，さけの様子，大きさ，場所，時に

着目して，文章から変化を捉え，写真を使って説明する

ことで，内容を理解する力をつけていきたい。 

【第１次】 単元の見通しを持つ（１時） 

① リード文，題名から何をどのように学習するかを考え，

学習の計画を立てる。 

おはなしかいをしよう 
○場面の様子を想像すること 

○白くまの会話を想像すること 

○お話会をすること         

評価３ 発言 ノート 

 
【第１次】 単元の見通しをもつ（１時） 

①題名，リード文，問いから何をどのように学習するかを  

 考え，学習の計画を立てる。 

しゃしんをつかってせつめいしよう 
○問題を受けて何を学習するかをつかむこと 

○さけの変化を時間的な順序を確かめながら捉えること 

○相手に応じて話す事柄を順序だてて説明すること 

               評価２ 発言 ノート 

【第２次】 白くまの様子を考えながら読む（２～８時） 

② ③④⑤⑥【本時】⑦⑧ 

○写真と本文を手がかりに，白くまの様子，場面の様子 

白くまの気持ちを想像する。 

○根拠を探して白くまの会話を想像する。 

評価１音読 

評価 2 観察 ノート 

評価３観察  

【第２次】さけが大きくなる様子を時や場所を表す言葉に

気をつけてカードにまとめる。（２～７時） 

②③④⑤⑥⑦ 

○時，場所，大きさ，期間を確かめながら，成長の様子を

カードにまとめる。 

○写真はどのような場面を表しているのかを確かめる。                 

評価１ ノート 

評価２ 観察 ノート 

評価３ 観察 

【第３次】おはなしかいをひらこう（９～１０時） 

⑨「てびき」「ここがだいじ」をおさえる。 

 白くまの会話を入れて，場面の様子を説明するおはなし会

を行う準備をする 

⑩おはなし会を行う。 

評価２ 発表 

評価３ 感想発表 

【第３次】 写真をもとに説明する（８～１１時） 

⑧【本時】さけの一生について説明する内容を考える 

⑨付け足すことを考えて説明する。 

⑩どの時点からでも説明できるように考え説明する。 

⑪言葉についての学習を行う。 

               評価３ 発表 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

令和元年１１月１４日(木)５校時 

１年 国語 おはなしかいをしよう「うみへのながいたび」 児童２名 ２年 国語 しゃしんをつかってせつめいしよう「さけが大きくなるまで」 児童２名 

指導者 ○○ ○○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.本時案(第１学年６／１０) 3.本時案(第２学年８／１１) 

本時の目標 

・海に着いた母ぐまと子ぐまの様子を，会話を具体的に想像しながら読むことができる。 

本時の目標 

・写真をもとに順序が分かるように，さけの成長を説明する内容を考えることができる。 

展開 学習活動(○)と子どもの姿 教師の支援(☆)と評価(◇) 直■･間■ 学習活動(○)と子どもの姿 教師の支援(☆)と評価(◇) 展開 

 

課
題
把
握 

課
題
設
定(

３) 

○学習計画を元に本時の課題を考える。 

○課題をノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

☆写真①②の提示 

・かあさんぐまの鼻と耳に着目させる。 

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■ 

□
□
□
□ 

○前時までの課題とまとめを振り返る 

 

 

☆課題を書いたら全文を音読していることを指

示 

ふ
り
返
り(

２) 

ふ
り
返
り 

□
□
□
□
□
□
□ 

○学習計画を元に本時の課題を話し合いノートに書

く。 

 

 

○課題を書いたら全文音読をしている。 

 

 

 

 

課
題
設
定(

３) 

課
題
把
握 

問
い
の
共
有(

１
８) 

 

 

○本時場面を交互に音読する。 

○白くまの様子が分かるところに線を引く。 

○２枚の写真は何をしているところかノートに書く。 

①なみの音，しおかぜのにおいをかいでいる。 

②うみについたところ 

○ノートに書いたところを交流する。 

「○○さんの考えを発表して下さい」 

「私は○○と思います」 

 

○場面の様子を確認する。 

①しおかぜのにおいをかいでいる。波の音を聞いている 

②うみのひろさに目をみはっている。 

 大きくうなずいている。 

☆間接指導時の内容を提示する。 

（ノートの書き方も提示） 

① 課題をノートに書く 

② 交代で音読する 

③ 写真をはる 

④ 何をしている写真か分かるところに線を引く 

⑤ 話し合う 
 

 

 

☆何をしているところだろうか 

・３段落の学習を思い出させる。 

☆かあさんぐまのことばを提示 

☆言葉の確認 

 ・「目をみはった」 ・海は広い 

 ・なつかしい  もどってきた 

□

□

□

□

□

□

□

■

■

■

■

■

■

■

■ 

■

■

■

■

■

■

■

□

□

□ 

○課題を確認し，ゴールイメージを持つ。 

○説明するときに大事なことは何かを確認する。 

・いつ（時，期間）どこで（場所）だれが、どのよう

に（様子） 

○説明するための資料を確認する。・・ノート 

 

 

○自分の担当の写真を決める。 

○写真を成長の順序に並べる。 

☆説明のためのメモを作ろう。 

☆写真だけでは分からないところを確認する。 

☆説明のイメージを持たせる。 

☆間接指導の内容を提示する。 

① 2 人で協力して写真を順番に並べる 

② ワークシートを書く 

③ 話し合う。 

 

問
い
の
共
有(

６) 

□

□

□

□

□ 

○それぞれの担当の写真について，ワークシートに記

入する。 

  何をしている写真か 

  時期，場所，大きさ，期間  

☆川を上るさけの写真を１番にする。 

 

 

個
人
思
考(

１
４) 

解
決
活
動 

解
決
活
動 

 

個
人
思
考(

１
２) 

 

○子ぐまとかあさんぐまの気持ちのわかるところに波

線を引く。 

○写真や文章から，かあさんぐまと子ぐまのことばを想

像して，吹き出しに書く。 

☆間接指導の内容の再提示 

⑥ 子ぐまとかあさんぐまの気持ちの分かるところ

に波線を引く 

⑦ 吹き出しを書く 

⑧ 話し合う 

☆課題の再提示 

□

□

□

□

□

□ 

□

□

■

■

■ 

 

○ワークシートに書いたことを2人で確認しあう。 

「①の写真は・・・」「どうですか」 

○ワークシートに書いたことを発表する。 

◇情報を時系列で捉える手がかりになる言葉に気

をつけながら読み取って整理したことを元に，

説明するためのメモを書いている。（評価２） 

集
団
解
決(

１
０) 

集
団
解
決(

９) 

○書いた内容を２人で交流して，よいところ，まねした

いところを発見する。 

「○○さんの考えを発表して下さい」 

「・・・・というところが，良いと思います」 

○考えた吹き出しを発表する。 

 

 

 

☆お互いの考えの良いところを見つけるよう

に促す。 

  

☆どこから，そう思いましたか？ 

◇進んで白くまの会話を想像し，見通しをも

って考えた言葉を発表しようとしている。 

（評価３） 

□

□

□

■

■

■

■ 

■

■

□

□

□

□

■

□

■

□

■

□

■ 
 

 

 

○学習を振り返り，次時への見通しをもつ。 

 

 

 

 

○教科書ｐ４１を読む。 

○もっとわかりやすくなるように，説明の仕方を工

夫して練習する。 

 

 

 

☆次回は，話し始めや発表の方法を工夫して 

1 年生にわかるように説明することを伝える。 

☆間接指導の内容の再提示 

④ ｐ４１を交代で読む。 

⑤ 3 人の説明の仕方のまねをして説明の練習をしてみよう。 

 

 

 

 

ま
と
め
・
ふ
り
返
り(

１
０) 

ま
と
め
・
ふ
り
返
り 

ま
と
め
・
ふ
り
返
り 

ま
と
め
・
ふ
り
返
り(

３) 

 

 

○白くまの様子が伝わるようにお互いに音読を発表す

る。 

○学習を振り返り，次時への見通しをもつ。 

 

 

 

 

☆次回は７段落のことばを想像することを伝

える。 

■

□

■

□

■

□

■ 

 

（しゃしんをつかって，）さけの成長のようすをせつ明できるようにメモを書く。 

うみについたかあさんぐまと子ぐまのことばをそうぞうしてふきだしにかく。 

メモをノートにはる。 

ふきだしをノートにはる。 



板書計画 

 

 

 


